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項 目 要   約 

１．研究の概要 
 ナトリウム冷却高速炉や軽水炉の事故時における安全性向上を図るため、

超高温用 ODS フェライト鋼被覆管を開発し、その高温強度特性や高温水蒸気

に対する耐酸化特性等を評価することを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）既存ODS フェライト鋼被覆管の事故時破損限界評価 

２）超高温用ODS フェライト鋼被覆管の開発・製造 

３）超高温用ODS フェライト鋼被覆管の事故時破損限界評価 

４）軽水炉燃料被覆管への適用技術開発 

２．総合評価 
LWRの事故耐性材料として良い成果が得られており、実用化に向けて着実に

成果が出されていることから、今後の照射試験の結果に期待したい。また、

積極的に成果発表を行っており、材料学、原子力分野への貢献や産官学の連

携による、優れた研究成果が生み出されたことも評価される。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ａ


